
シ
リ
ア
の
歴
史 

 

大
森 

海
太 

 

巣
ご
も
り
の
ヒ
マ
つ
ぶ
し
に
断
捨
離
の
ま
ね
ご
と
で
本
の
整
理
を
し
て
い
る
と
、
『
シ
リ
ア
』
と
い
う
名

の
古
い
文
庫
本
が
出
て
き
た
。
奥
付
に
一
九
九
一
年
と
あ
る
か
ら
、
三
〇
年
近
く
眠
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

六
〇
年
以
上
前
に
レ
バ
ノ
ン
生
ま
れ
の
ヒ
ッ
テ
ィ
と
い
う
先
生
が
著
し
た
も
の
の
邦
訳
で
、
東
西
文
明
の
十

字
路
と
い
う
副
題
が
あ
り
、
こ
ん
な
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。 

 

こ
の
本
で
言
う
「
シ
リ
ア
」
と
は
シ
リ
ア
砂
漠
と
そ
れ
に
沿
っ
た
肥
沃
な
三
日
月
地
帯
、
今
の
シ
リ
ア
、

レ
バ
ノ
ン
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
あ
た
り
を
さ
す
。
こ
の
地
域
に
は
古
来
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
シ
リ
ア
に

か
け
て
遊
牧
し
て
い
た
セ
ム
系
の
諸
族
が
定
住
し
、
都
市
を
築
き
王
国
を
建
て
、
興
亡
を
繰
り
返
し
た
。 

 
 
 

こ
こ
で
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
な
ど
の
産
品
を
中
継
し
、
地
中
海
交
易
に
活
躍
し
た
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
の
文
字
が
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
な
り
、
ま
た
ユ
ダ
ヤ
教
や
キ
リ
ス
ト
教
も
こ
の
地
域
で
生
ま
れ
る
な
ど
、
シ
リ
ア
は
後
の

西
欧
文
明
の
発
祥
の
地
で
あ
っ
た
。 

以
降
シ
リ
ア
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
遠
征
に
よ
る
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
国
家
に
続
き
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
の
支

配
と
な
っ
た
が
、
七
世
紀
に
は
イ
ス
ラ
ム
勢
力
が
取
っ
て
代
わ
り
、
ダ
マ
ス
ク
ス
は
ウ
マ
イ
ヤ
朝
の
都
と
し

て
繁
栄
し
た
。 

十
一
世
紀
末
、
聖
地
奪
還
を
め
ざ
す
十
字
軍
が
進
攻
し
て
地
中
海
東
岸
に
エ
ル
サ
レ
ム
王
国
な
ど
を
築
い

た
が
、
十
二
世
紀
央
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
の
サ
ラ
デ
ィ
ン
に
奪
回
さ
れ
、
十
三
世
紀
末
に
は
代
わ
っ
た
マ
ム
ル
ー

ク
朝
に
よ
っ
て
全
面
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
十
字
軍
遠
征
を
通
じ
て
西
欧
は
東
方
の
文
化
、
科
学
技
術

な
ど
得
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。 

十
六
世
紀
以
降
シ
リ
ア
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
支
配
下
に
入
り
、
大
航
海
時
代
の
到
来
に
よ
っ
て
地
中
海
交

易
は
か
つ
て
の
勢
い
を
失
っ
た
。
二
十
世
紀
、
ア
ラ
ビ
ア
、
シ
リ
ア
の
諸
族
は
ト
ル
コ
か
ら
の
独
立
を
目
指

し
て
戦
っ
た
が
、
第
一
次
大
戦
後
英
仏
に
分
断
さ
れ
て
委
任
統
治
下
に
お
か
れ
、
第
二
次
大
戦
後
独
立
す
る

一
方
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
イ
ス
ラ
エ
ル
を
建
国
し
た
、
等
々
。 

 

 

ヒ
ッ
テ
ィ
先
生
の
本
は
読
み
や
す
く
は
な
い
が
、
日
本
人
に
な
じ
み
の
薄
い
シ
リ
ア
の
歴
史
を
通
し
で
展

望
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
本
棚
の
片
隅
で
ち
ょ
っ
と
し
た
宝
物
を
見
つ
け
た
よ
う
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
八
〇
七
字
） 


